
　

令
和
５
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
謹
ん
で

新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
和
商
工
会
並
び
に
会
員
の
皆
さ
ま
が
、

市
民
生
活
を
支
え
る
商
工
業
の
振
興
の
た

め
日
々
邁
進
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
深

く
敬
意
を
表
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
る
影
響
の
長
期
化
に

加
え
て
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や

為
替
相
場
な
ど
に
起
因
す
る
燃
油
価
格
並

び
に
物
価
の
高
騰
に
よ
り
、
社
会
生
活
や

経
済
活
動
に
大
き
な
影
響
を
受
け
た
一
年

と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
感
染
症
へ
の
警
戒
が
続
く
中

で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が

進
む
に
伴
い
人
々
の
外
出
意
欲
や
動
機
も

増
え
、
市
内
各
所
の
行
楽
地
や
飲
食
店
な

ど
に
賑
わ
い
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
た
グ
ル
メ
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

の
再
開
な
ど
に
よ
り
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
へ

の
動
き
を
実
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

一
方
で
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
地
方
移

住
な
ど
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
働
き
方
や

暮
ら
し
方
、
価
値
観
も
大
き
く
変
化
し
て

い
ま
す
。
南
魚
沼
市
で
は
当
市
ご
出
身
の

㈱
ア
ル
プ
ス
技
研
創
業
者 

最
高
顧
問
の

松
井
利
夫
様
か
ら
の
多
大
な
ご
寄
付
を
受

け
、
昨
年
４
月
に
Ｊ
Ｒ
六
日
町
駅
１
階
に

「
ひ
と
」「
し
ご
と
」「
ま
ち
」
を
つ
な
ぎ
、

人
材
育
成
と
起
業
家
支
援
の
拠
点
と
な
る

南
魚
沼
市
事
業
創
発
拠
点
「
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｕ
Ｂ

Ｉ‐

Ｂ
Ａ（
む
す
び
ば
）」
を
オ
ー
プ
ン
い

た
し
ま
し
た
。
人
と
人
が
自
然
と
つ
な
が

る
環
境
を
有
し
た
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
、
イ

ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
市
内
外
の
皆

様
の
利
用
が
可
能
で
す
の
で
是
非
ご
活
用

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
人
々
の
価
値
観
の

変
化
も
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
「
若
者
が
帰

っ
て
こ
ら
れ
る
、
住
み
続
け
ら
れ
る
ふ
る

さ
と
」
の
実
現
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
地
域
や
商
工
会
の
皆
様
と
力

を
合
わ
せ
、
地
域
経
済
の
活
力
を
高
め
て

い
き
、
南
魚
沼
市
の
魅
力
を
全
国
へ
届
け

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
皆
様
の

お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
大
和
商
工
会
並
び
に
会
員
の

皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
ご
活
躍
を

祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

令
和
５
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
謹
ん
で

新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
本
商
工
会
の
事
業
推
進
に
つ

き
ま
し
て
、
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
て
い
る
事
業
者
の
経
営
相

談
や
、
助
成
金
の
活
用
、
給
付
金
申
請
な

ど
コ
ロ
ナ
対
応
支
援
策
を
最
大
限
に
活
用

で
き
る
よ
う
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

昨
今
の
県
内
経
済
は
、
地
域
や
業
種
に

よ
っ
て
厳
し
さ
を
残
し
つ
つ
も
、
緩
や
か

に
回
復
の
兆
し
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
が
、

人
出
不
足
等
、
様
々
な
課
題
が
出
て
き
て

お
り
ま
す
。

　

商
工
会
は
全
て
の
会
員
の
為
に
巡
回
訪

問
等
に
よ
る
き
め
細
か
な
支
援
を
提
供
し
、

更
な
る
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
す

と
と
も
に
、
地
域
経
済
の
振
興
と
健
全
な

地
域
社
会
の
維
持
・
貢
献
の
為
の
活
動
を

強
力
に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
役
職
員
を
始
め
会
員
皆
様

の
尚
一
層
の
ご
理
解
と
、
ご
協
力
を
い
た

だ
き
一
丸
と
な
っ
て
邁
進
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
の
３
商
工
会
合
併
に
向
け

て
南
魚
沼
市
商
工
会
合
併
検
討
協
議
会
で
、

専
門
部
会
を
設
置
い
た
し
ま
す
。
総
務
、

財
政
、
事
業
の
３
つ
の
部
会
に
３
商
工
会

よ
り
役
員
等
が
そ
れ
ぞ
れ
参
画
し
て
、
検

討
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
の
状
況
は
、
広
報
等
を
通
じ
会
員

の
皆
様
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
新
し
い
年
が
、

災
害
の
な
い
希
望
に
満
ち
た
飛
躍
の
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
祈
念
申
し
上
げ
、
皆
様

方
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
よ
り
願
い
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す

大
和
商
工
会
長

上
村
賢
司

年
頭
の
ご
挨
拶南

魚
沼
市
長

林
　
茂

男

年
頭
の
ご
挨
拶

商　　工　　や　　ま　　と（1）

第132号
令和５年１月
大 和 商 工 会
TEL.777-3500
題字
外山和雄（浦佐）



　2022年9月に、旧ラーメンの店よォーこそ様の場所で【炭火焼
き鳥　串清】をオープンいたしました。
　私の生まれ育った地元である大和地域に焼き鳥屋がなく、美
味しい焼き鳥を知っていただきたくお店を作りました！
　串清の焼き鳥を通して1人でも多くの方に笑顔になっていただ
き、若者からお年寄りまでみんながワイワイと集まれるようなお
店を作っていきたいと思います。
　焼き鳥というシンプルな料理ですが、飽きがこない様メニュ
ーを豊富に揃えております。特に大衆酒場のイメージが強い焼
き鳥屋ですが、女性のお客様だけでも入りやすい様お店の雰
囲気やメニュー作りも心掛けております。今後は、地元の旬の
食材を使ったメニューやデザートにも力を入れていきます！
　微力ながら、大和地域を楽しく！元気よく！！盛り上げていき
たいと思っておりますので何卒、よろしくお願いいたします。

炭火焼き鳥　串清（くしきよ）
南魚沼市浦佐4532-4　　上村英義

新会員
紹　介

　急な痛み、交通事故のことならお任せください！ 
　このたび、大和商工会に加入させていただきました佐藤接骨院と申します。 
　昭和58年に父が浦佐に開業し、今年で40年を迎えることができました。ご愛顧
いただき感謝申し上げます。 
　当院の業務内容は、捻挫や肉ばなれの処置、ストレッチポールによる姿勢改善、
エクササイズの処方などを主におこなっております。 最近では、腰や足の痛みに効
果を発揮するメディカルインソール・シューズといった
“モノ”による治療も取り入れています。また、自力
での通院が難しい方を対象とした訪問マッサージ
（鍼灸）もおこなっています。 
　最後に、地域の行事やイベントなど積極的に参加
したいと考えています。どうぞよろしくお願いいたし
ます。

佐藤接骨院
南魚沼市浦佐5402-4　　佐藤大輔

新会員
紹　介

メディカルインソール・シューズ

　

炭
火
焼
き
鳥
串
清
様
、
佐
藤
接
骨
院
様

の
他
に
、
次
の
方
々
か
ら
加
入
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
ご
活
躍

を
期
待
し
ま
す
。（
届
出
順
・
敬
称
略
）

小
桝
屋
商
店（
一
村
尾
、小
売
業
）

代
表　

小
幡　

久
斗〔
父
よ
り
継
承
〕

Ｓ・ｅ
ｖ
ｅ
ｎ（
サ
ン
ダ
ー
ス
・
イ
ー
ブ
ン
）

（
浦
佐
、化
粧
品
卸･

小
売
業
）

代
表　

池
田　

久
子

株
式
会
社 

日
昇
商
事

（
一
村
尾
、鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
卸
売
業
）

代
表　

崔　

明
艶

種
村
塗
装　
　
　
　
　
（
水
尾
、塗
装
工
事
業
）  

代
表　

種
村　

淳
平

Ｂ
Ａ
Ｒ 

Ｂ
Ｅ
Ｒ 

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｔ
Ｃ
Ｈ

（
浦
佐
、理
容
業
）

代
表　

水
落　

大
助

ク
ラ
ッ
シ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社 

（
茗
荷
沢
、建
設
業
）

代
表　

桐
生　

泰
一
郎

田
中
屋　
　
　
　
　
　
　

  

（
浦
佐
、飲
食
業
）

代
表　

田
中　

玄
太〔
事
業
継
承
〕

桑
原
重
機　
　
　
　
　
　

  

（
今
町
、運
搬
業
）

代
表　

桑
原　

義
弘

株
式
会
社 

こ
ま
が
た
農
園

（
大
桑
原
、農
産
物
販
売
業
）

代
表　

駒
形  

宏
伸

新
会
員
紹
介

（
令
和
４
年
７
月
以
降
）

商　　工　　や　　ま　　と （２）



謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を

　
　
　
　 

　
申
し
上
げ
ま
す

大
和
商
工
会
役
員
一
同

会
　
長
　
上
村
　
賢
司
（
大
倉
）

副
会
長
　
関
　
　
博
行
（
浦
佐
）

副
会
長
　
種
村
佐
智
子
（
水
尾
）

理
　
事
　
内
田
　
悦
夫
（
浦
佐
）

理
　
事
　
山
田
　
長
広
（
今
町
）

理
　
事
　
飯
酒
盃
和
幸
（
大
崎
）

理
　
事
　
櫻
井
　
和
浩
（
門
前
）

理
　
事
　
笠
原
　
貴
浩
（
浦
佐
）

理
　
事
　
川
島
　
弘
之
（
浦
佐
）

理
　
事
　
石
田
　
孝
之
（
浦
佐
）

理
　
事
　
島
田
　
奏
大
（
浦
佐
）

理
　
事
　
小
島
　
哲
也
（
浦
佐
）

理
　
事
　
山
田
　
　
勝
（
浦
佐
）

理
　
事
　
行
方
　
健
一
（
一
村
尾
）

理
　
事
　
千
喜
良
幹
嗣
（
九
日
町
）

理
　
事
　
田
中
　
忠
司
（
水
尾
）

理
　
事
　
目
崎
　
定
男
（
大
崎
）

理
　
事
　
駒
形
　
栄
一
（
黒
土
新
田
）

理
　
事
　
今
井
　
鉄
也
（
桐
沢
）

理
　
事
　
山
崎
　
一
男
（
堂
島
新
田
）

理
　
事
　
小
杉
　
岳
光
（
五
箇
）

理
　
事
　
山
﨑
　
美
晴
（
黒
土
）

監
　
事
　
門
山
　
好
和
（
浦
佐
）

監
　
事
　
木
津
　
　
誠
（
大
桑
原
）

　

合
併
の
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
商
工

会
で
や
っ
て
き
た
い
ろ
い
ろ
な
細
か
い
こ

と
を
一
つ
に
擦
り
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
３
つ
の
専
門
部
会
を
立
ち
上

げ
、
検
討
協
議
に
入
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
各
商
工
会
役
員
な
ど
の
中
か
ら
選
出

さ
れ
、
１
月
に
委
嘱
状
が
渡
さ
れ
活
動
が

開
始
さ
れ
ま
す
。
大
和
商
工
会
か
ら
は
次

の
役
員
が
選
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
総
務
部
会

〔
組
織
図
、
役
員
の
定
数
、
事
務
分
掌
、

定
款
・
規
約
・
規
程
ほ
か
〕

　

笠
原　

貴
浩
（
浦
佐
）

　

行
方　

健
一
（
薮
神
）

　

田
中　

忠
司
（
大
崎
）

○
財
政
部
会

〔
会
費
、
手
数
料
、
財
産
目
録
ほ
か
〕

　

内
田　

悦
夫
（
浦
佐
）

　

飯
酒
盃
和
幸
（
大
崎
）

　

櫻
井　

和
浩
（
東
）

○
事
業
部
会

〔
青
年
部
・
女
性
部
、
受
託
事
業
、
地
域

振
興
事
業
・
イ
ベ
ン
ト
ほ
か
〕

　

山
田　

長
広
（
薮
神
）

　

川
島　

弘
之
（
浦
佐
）

　

山
﨑　

美
晴
（
東
・
女
性
部
）

　

ま
た
、
事
務
的
な
作
業
を
行
う
作
業
部

会
も
そ
れ
ぞ
れ
３
つ
設
置
さ
れ
、
職
員
が

担
当
し
ま
す
。

本
年
度
第
２
回
理
事
会
で
は
、

１　

会
員
加
入
の
承
認
及
び
脱
退
・
代
表
者

　
　

の
変
更
・
会
員
数
の
報
告
に
つ
い
て

２　

個
人
情
報
保
護
規
程
等
の
一
部
改
正
に

　
　

つ
い
て

３　

合
併
協
議
の
状
況
に
つ
い
て

４　

八
色
の
森
市
民
ま
つ
り
に
つ
い
て

５　

令
和
４
年
度
商
工
貯
蓄
共
済
推
進
要
領

　
　

に
つ
い
て

の
案
件
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
第
３
回
理
事
会
で
は
、

１　

会
員
加
入
の
承
認
及
び
脱
退
・
代
表
者

　
　

の
変
更
・
会
員
数
の
報
告
に
つ
い
て

２　

合
併
検
討
協
議
会
専
門
部
会
役
員
の
選

　
　

出
に
つ
い
て

３　

総
代
補
欠
選
挙
体
制
に
つ
い
て

４　

職
員
の
育
児
休
業
及
び
介
護
休
業
等
に

　
　

関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

５　

令
和
５
年
新
春
賀
詞
交
歓
会
に
つ
い
て

の
案
件
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

第
２
回
理
事
会
開
催（
８
月
19
日
）

第
３
回
理
事
会
開
催（
12
月
６
日
）

合
併
検
討
協
議
会
専
門
部
会
の
設
置

　

今
年
４
月
に
、
３
商
工
会
の
正
副
会
長

か
ら
構
成
さ
れ
る
合
併
検
討
協
議
会
が
設

置
さ
れ
、
６
月
29
日
に
第
１
回
、
10
月
３

日
に
第
２
回
の
協
議
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
９
月
15
日
・
16
日
に
滋
賀
県
長
浜

市
商
工
会
、
岐
阜
県
大
垣
市
商
工
会
に
事

務
局
で
視
察
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
11
月

２
日
に
は
、
３
商
工
会
の
役
員
が
集
ま
り

説
明
会
が
開
催
さ
れ
、
状
況
と
今
後
の
進

め
方
な
ど
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
議
終
了
後
の
懇
親
会
で
顔
合
わ
せ
を
行

い
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

３
商
工
会
と
も
解
散
し
新
し
い
商
工
会

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
新
設
合
併
と
し
、
時

期
は
令
和
７
年
４
月
１
日
と
す
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
組
織
図
や

役
員
構
成
、
規
約
、
予
算
、
事
業
な
ど
の

基
本
的
な
こ
と
を
協
議
調
整
し
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
令
和
４
〜
５
年
度
で
細

部
の
調
整
を
行
い
、
令
和
６
年
度
に
は
基

本
協
定
の
締
結
や
合
併
推
進
協
議
会
の
立

上
げ
、
臨
時
総
会
の
開
催
、
承
認
の
場
合

は
各
種
の
手
続
へ
と
進
む
予
定
で
す
。
合

併
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
た
よ
り
良
い
合

併
と
な
る
よ
う
意
見
を
出
し
合
い
、
協
議
、

調
整
を
続
け
て
行
き
ま
す
。

　

今
後
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
協
議
会
か

ら
年
に
数
回
チ
ラ
シ
を
発
行
し
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

３
商
工
会
合
併
の
協
議
状
況

商　　工　　や　　ま　　と（３）



　

８
月
24
日
㈬
に
工
業
部
会
の
事
業
と
し

て
、
当
会
会
員
の
山
崎
新
田
「
Ｒ
Ｙ
Ｏ
Ｋ

Ｉ 

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｔ 

Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｙ
浦
佐

合
同
会
社
」
様
の
工
場
見
学
・
説
明
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
を
３
班
に

分
け
、
技
術
開
発
室

副
部
長
の
谷
口
直
博

様
よ
り
工
場
の
案
内

と
説
明
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
会
場
を

茗
荷
沢
の
ニ
ュ
ー
あ
お
き
に
移
し
て
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
用
し
な
が
ら
「
完
全

人
口
光
型
植
物
工
場
の
ご
提
案
」
に
つ
い

て
な
ど
、
事
業
内
容
を
説
明
い
た
だ
き
ま

し
た
。
現
在
栽
培
さ
れ
て
い
る
レ
タ
ス
だ

け
で
な
く
可
能
な
野
菜
・
果
物
に
つ
い
て

も
研
究
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
興
味
深

い
内
容
で
し
た
。

　

参
加
者
18
名
は
、

先
端
を
行
く
思
考
や

技
術
に
、
自
社
事
業

の
参
考
に
と
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。 

　

谷
口
様
、
ご
多
忙

の
中
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

10
月
９
日
㈰
に
４

年
振
り
に
八
色
の
森

市
民
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
、
天
気
に
恵
ま

れ
て
大
勢
の
人
出
が

あ
り
ま
し
た
。

　

大
和
商
工
会
か
ら

は
会
長
を
は
じ
め
総

務
企
画
委
員
会
、
商
業
部
会
、
工
業
部
会
、

青
年
部
、
女
性
部
、
事
務
局
の
46
人
が
準

備
や
出
店
、
役
員
な
ど
に
協
力
し
た
ほ
か
、

大
和
建
築
組
合
が
包
丁
研
ぎ
、
法
人
会
大

和
地
区
会
が
熱
気
球
に
協
力
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
商
工
会
関
係
者
で
は
、（
資
）玉

屋
菓
子
店
、
ハ
ウ
ス
ド
ク
タ
ー
コ
マ
、
㈱

越
季
、
南
魚
沼
建
具
組
合
、
㈱
小
玉
屋
、

肉
処
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
、
工
房
と
ん
と
ん
、

県
自
動
車
整
備
魚
沼
地
域
協
議
会
青
年
部

が
出
店
し
、
商
業
部
会
、
工
業
部
会
と
建

築
組
合
、
青
年
部
、
女
性
部
が
模
擬
店
を

設
営
し
、
い
ず
れ
も
盛
況
で
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
み
な
み
魚
沼

と
共
催
の
抽
選
会
も

大
勢
の
参
加
者
で
賑

わ
い
、
商
工
会
・
Ｊ

Ａ
・
美
術
館
か
ら
の

す
て
き
な
賞
品
が
幸

運
な
67
人
に
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

八
色
の
森
市
民
ま
つ
り

（
10
月
９
日
）

工
業
部
会
工
場
見
学
会（
８
月
24
日
）

「
Ｒ
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｉ  

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｔ  

Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｙ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
佐
合
同
会
社
」 

様

　

８
月
22
日
㈪
商

業
部
会
総
会
の
後

に
、
「
お
客
様
の

こ
こ
ろ
を
掴
む
感

動
接
客
術
〜
顧
客

満
足
の
そ
の
先
へ

〜
」
と
題
し
て
、
Ｆ
ｉ
ｎ
ｅ 

Ｈ
Ｒ 

代
表
・

津
田
典
子
様
よ
り
商
工
会
館
２
階
に
て
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
作
成
資
料
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
で
投
射
し
な
が
ら
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。

１
．
自
社
の
サ
ー
ビ
ス
等
を
整
理
し
て
変

　
　

化
を
振
り
返
る
こ
と
。

２
．
こ
こ
ろ
に
響
く
接
客
を
実
践
す
る
３

　
　

つ
の
力
を
理
解
す
る
こ
と
。

３
．
お
客
様
を
感
動
さ
せ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム

　
　

を
理
解
す
る
こ
と
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、
ス
タ
ッ
フ
が
対
応

ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
、
接
客
に
自
信
を
持

つ
こ
と
及
び
組
織

量
を
ア
ッ
プ
し
、

組
織
対
応
力
を
強

化
さ
せ
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
説

明
さ
れ
ま
し
た
。

　

33
名
の
参
加
者

は
、
真
剣
に
受
講

し
て
い
ま
し
た
。

商
業
部
会
講
演
会（
８
月
22
日
）

お
客
様
の
こ
こ
ろ
を
掴
む
感
動
接
客
術

〜
顧
客
満
足
の
そ
の
先
へ
〜

　
理
事　
山
崎　
一
男
（
㈲
越
中
屋
商
店
）

　

役
員
と
し
て
ご

活
躍
さ
れ
て
い
る

山
崎
一
男
理
事
が
、

そ
の
功
績
が
認
め

ら
れ
、
こ
の
度
全

国
商
工
会
連
合
会

よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
り
ご
尽
力
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も
引
き

続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
第
８
波
に
よ
り
全
国
、

県
内
、
地
域
内
で
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
増
加

し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
会
員
の
皆
さ
ま

の
中
に
も
感
染
さ
れ
た
方
が
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
年
末
年
始
の
帰
省
や
人
の

流
れ
に
よ
り
今
後
も
増
え
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
、
感
染
対
策
を
取
り
な
が

ら
も
充
分
に
楽
し
め
る
賀
詞
交
歓
会
を
実

施
で
き
る
と
い
う
状
況
に
は
な
い
た
め
、

今
年
度
の
賀
詞
交
歓
会
は
中
止
と
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

制
限
な
く
開
催
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

時
に
ま
た
ご
案
内
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
の
で
ご
了
承
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

全
国
連
役
員
功
労
者
表
彰

新
春
賀
詞
交
歓
会
中
止
の
お
知
ら
せ

商　　工　　や　　ま　　と （4）



八色園

市民まつり

市民まつり

研修旅行

　

今
年
度
は
11
月
９
日
〜
11
日
の
３
日
間
、

新
潟
市
の
朱
鷺
メ
ッ
セ
新
潟
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
「
展
示
ホ
ー
ル
」
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
見
本
市
は
２
０
０
７
年
の
第
１
回
開

催
以
来
、
「
よ
り
良
い
食
を
求
め
て
」
を

テ
ー
マ
に
、
各
地
域
の
食
品
・
食
材
を
活

か
し
た
産
品
の
販
路
拡
大
、
商
品
化
に
必

要
な
厨
房
機
器
や
容
器
・
包
装
の
展
示
、

さ
ら
に
は
、
農
業
の
「
６
次
産
業
化
」
に

向
け
た
取
り
組
み
な
ど
、
新
潟
と
全
国
を

結
ぶ
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
場
と
し
て
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
出
展
者
数
は
４
０
４
店
（
昨
年

比
８
０
店
増
）
、
出
展
小
間
数
は
３
７
６

店
（
昨
年
比
４
９
店
増
）
、
３
日
間
入
場

者
数
は
９
１
５
９
人
（
昨
年
比
１
４
４
３

人
増
）
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　

当
商
工
会
か
ら
は
、
令
和
２
年
度
南
魚

沼
市
が
開
催
し
た
「
商
品
開
発
・
販
路
開

拓
セ
ミ
ナ
ー
」
の
参
加
者
で
商
品
開
発
が

で
き
た
「
㈱
小
玉
屋
」
さ
ん
が
南
魚
沼
市

の
支
援
を
受
け
て
出
展
し
ま
し
た
。

●
奉
仕
活
動
●

不
要
タ
オ
ル
等
の
寄
贈 

　

女
性
部
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
部
員

等
に
呼
び
掛
け
８
月
か
ら
10
月
ま
で
不
要

タ
オ
ル
等
を
収
集
し
ま
し
た
。
集
ま
っ
た

タ
オ
ル
等
は
、
11
月
17
日
に
大
和
地
域
の

福
祉
施
設
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
八
色

園
」
「
ケ
ア
ハ
ウ
ス
鈴
懸
」
「
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
の
里
あ
い
あ
い
」
の
３

ヶ
所
へ
部
長
・
副
部
長
に
て
寄
贈
し
ま
し

た
。
今
年
度
は
、
施
設
か
ら
要
望
が
あ
っ

た
中
古
の
タ
オ
ル
等
も
集
め
、
使
い
や
す

い
大
き
さ
に
カ
ッ
ト
し
て
寄
贈
し
、
大
変

喜
ば
れ
ま
し
た
。

●
地
域
振
興
事
業
●

八
色
の
森
市
民
ま
つ
り
で
の
出
店 

　

４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
市
民
ま
つ
り

で
「
大
学
い
も
」
「
パ
ン
ケ
ー
キ
」
を
手

作
り
し
販
売
し
ま
し
た
。
女
性
部
と
し
て

は
初
の
試
み
で
し
た
が
、
お
昼
過
ぎ
に
は

完
売
と
な
り
大
盛
況
で
し
た
。

女
性
部
活
動
報
告
・
計
画

　

今
年
度
、
青
年
部
は
グ
ル
メ
マ
ラ
ソ
ン
、

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
シ
ア
タ
ー
、
山
岳
マ
ラ
ソ

ン
、
グ
ル
メ
ラ
イ
ド
、
八
色
の
森
市
民
ま

つ
り
の
協
力
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

　

市
民
ま
つ
り
で
は
、
お
食
事
処
い
ざ
よ

い
の
小
島
氏
を
中
心
に
、部
員
９
名
で「
ラ

ー
メ
ン
」
と
「
ド
リ
ン
ク
」
の
販
売
を
行

い
、
お
昼
過
ぎ
に
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
20
・
21
日
に
は
、
青
年
部
研
修
旅

行
と
し
て
伊
香
保
温
泉
方
面
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
参
加
者
は
７
名
で
し
た
。
事
前

の
行
程
表
か
ら
若
干
行
き
先
を
変
更
し
無

事
に
終
了
。
部
員
の
親
睦
が
よ
り
深
ま
り
、

今
後
の
活
動
へ
の
意
識
が
強
ま
り
ま
し
た
。

青
年
部
活
動
報
告

　

令
和
２
年
度
、
大
和
商
工
会
で
国
の

施
策
で
あ
る
「
Ｇ
Ｏ 

Ｔ
Ｏ 

商
店
街
」
事

業
を
活
用
し
、
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
十

分
に
行
い
「
大
和
全
地
域
の
会
員
事
業

者
」
を
参
加
対
象
と
し
、
参
加
店
の
販

売
促
進
と
地
域
活
性
化
を
目
的
と
し
て

始
め
た
本
事
業
は
、
令
和
３
年
度
か
ら

商
業
部
会
主
催
で
実
施
し
、
令
和
４
年

度
も
参
加
84
店
舗
で
継
続
実
施
し
て
い

ま
す
。
参
加
店
は
、
お
客
様
の
お
会
計

１
千
円
ご
と
に
１
枚
の
「
く
じ
券
」
を

進
呈
し
、
抽
選
に
よ
り
参
加
店
で
使
用

で
き
る
商
品
券
が
当
た
る
と
い
う
事
業

内
容
で
す
。
今
回
は
物
価
上
昇
で
苦
し

ん
で
い
る
お
客
様
に
少
し
で
も
多
く
還

元
し
よ
う
と
「
特
等
５
万
円
分
の
商
品

券
」
を
３
本
増
や
し
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
も
継
続
実
施
す
る
予
定

で
あ
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
会
員
が
参

加
店
と
な
っ
て
い
た
だ
き
、
み
ん
な
で

一
緒
に
地
域
を
盛
り
上
げ
て
行
き
ま
し

ょ
う
。

お
宝
お
宝ＹＡ

Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
く
じ

Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
く
じ見本見本

フ
ー
ド
メ
ッ
セ
in
に
い
が
た
２
０
２
２

（
11
月
９
日
〜
11
日
）

小
学
校
卒
業
生
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト 

　

大
和
地
域
の
小
学
生
卒
業
生
た
ち
へ
女

性
部
と
し
て
何
か
記
念
に
な
る
よ
う
な
贈

り
物
が
で
き
な
い
か
と
考
え
、
卒
業
す
る

児
童
へ
手
作
り
の
コ
サ
ー
ジ
ュ
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
お
祝
い
す
る
こ
と
を
計
画
し
ま
し

た
。
３
月
の
卒
業
式
に
間
に
合
う
よ
う
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

商　　工　　や　　ま　　と（5）



　

に
っ
ぽ
ん
の
宝
物
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
グ
ラ
ン

プ
リ
の
地
域
大
会
で
あ
る
新
潟
南
魚
沼
の

宝
物
グ
ラ
ン
プ
リ
が
11
月
25
日
㈮
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
龍
寿
し
さ
ん
が
「
お
家
で
ま

る
で
出
来
立
て
バ
ラ
ち
ら
し
」
で
、
裸
押

合
大
祭
委
員
会
が
「
若
者
が
つ
な
ぐ
千
年

の
絆
・
裸
押
合
大
祭
」
で
参
加
し
ま
し
た
。

じ
び
栄
さ
ん
は
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
が
、

当
日
は
都
合
に
よ
り
参
加
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

龍
寿
し
さ
ん
が
見
事
に
グ
ラ
ン
プ
リ
を

獲
得
し
、
準
グ
ラ
ン
プ
リ
に
裸
押
合
大
祭

委
員
会
が
選
ば
れ
、
共
に
令
和
５
年
２
月

23
日
か
ら
25
日
に
行
わ
れ
る
全
国
大
会
進

出
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
㈱
小
玉
屋
さ
ん
が
全
国
大
会

の
に
っ
ぽ
ん
の
宝
物
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
グ
ラ
ン

プ
リ
で
、
最
強
素
材
部
門
で
グ
ラ
ン
プ
リ

に
輝
い
て
い
ま
す
。

資料：ハローワーク南魚沼、新潟県ホームページ

主要経済指標
○有効求人倍率 
南魚沼　Ｒ4年10月　2.38
　　　　Ｒ4年 9 月　2.41
　　　　Ｒ3年10月　1.88
○新設住宅着工戸数
南魚沼　Ｒ4年 9 月　15
　　　　Ｒ4年 8 月　16
　　　　Ｒ3年 9 月　12
○鉱工業生産指数（H２７年＝１００）
新潟県　Ｒ4年 9 月　96.6
　　　　Ｒ4年 8 月　98.5
　　　　Ｒ3年 9 月　98.7

編集者より
～あとがきにかえて～

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
は
コ
ロ
ナ
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
、
原
油
及

び
物
価
高
騰
な
ど
に
よ
り
経

済
は
ま
だ
回
復
で
き
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。
で
も
、
今
年
の
干
支

は
ウ
サ
ギ
で
す
の
で
、
ウ
サ
ギ
の
よ
う
に

Ｈ
Ｏ
Ｐ 

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ 

Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｐ
と
い
き
た

い
で
す
ね
。          

　

今
年
の
年
初
め
は
、
大
和
で
は
い
ろ
い

ろ
な
商
品
券
な
ど
が
使
用
で
き
ま
す
。
参

加
店
は
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
が
、
お
宝
Ｙ

Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
く
じ
で
当
選
し
交
換
さ
れ
た

商
品
券
（
２
月
末
ま
で
）
、
市
の
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
（
１
月
末
ま
で
）
、
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ 

Ｅ
ａ
ｔ
（
１
月
末
ま
で
）
、
雪
恋

の
宿
泊
専
用
券
・
地
域
利
用
券
（
３
月
13

日
ま
で
、
宿
泊
は
３
月
13
日
チ
ェ
ッ
ク
ア

ウ
ト
ま
で
）
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
有

効
期
限
に
注
意
し
て
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

中
で
も
今
回
の
お
宝
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
く

じ
は
、
特
等
５
万
円
分
の
商
品
券
が
増
え

ま
し
た
。
当
た
っ
た
方
は
超
ラ
ッ
キ
ー
、

使
い
道
に
困
る
か
も
？

　

今
年
こ
そ
イ
ベ
ン
ト
や
事
業
を
気
兼
ね

な
く
や
れ
て
、
み
ん
な
で
盛
り
上
が
っ
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

　

皆
さ
ま
に
良
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
る

年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。　
　
　

（
よ
）

　

工
業
部
会
の
事
業
と
し
て
、
11
月
29
日

㈫
に
㈱
ラ
イ
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
代
表
の
振

田
仁
氏
を
お
招
き
し
、
講
演
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

「
〜
ど
ん
底
か
ら
の
再
起
術
〜
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
各
種
制
度
改
正
に
負
け

な
い
た
め
の
不
死
鳥
経
営
」
と
題
し
て
、

消
え
ゆ
く
会
社
の
原
因
と
伸
び
行
く
会
社

の
条
件
を
社
会
情
勢
の
変
化
と
自
ら
の
体

験
を
踏
ま
え
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
の
役
割
と
利
益
の
役
割
及
び
事
業

の
目
的
と
目
標
の
違
い
を
確
認
し
て
事
業

を
継
続
す
る
こ
と
が

社
会
貢
献
と
な
り
、

事
業
継
続
の
肝
と
な

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

19
名
の
参
加
者
は
真

剣
に
受
講
し
て
い
ま

し
た
。

　

南
魚
沼
市
で
８

月
３
日
㈬
〜
７
日

㈰
に
ド
ラ
イ
ブ
イ

ン
シ
ア
タ
ー
を
開

催
し
ま
し
た
。
そ

の
う
ち
大
和
は
、

８
月
３
日
に
北
里

学
院
学
生
駐
車
場

で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
来
場
車
は
ほ
ぼ
満
車
の
64
台
で
し
た
。

　

青
年
部
か
ら
５
名
が
役
員
と
し
て
駐
車

場
誘
導
の
協
力
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
工

房
と
ん
と
ん
さ
ん
と
ヘ
ヴ
ン
ズ
カ
フ
ェ
さ

ん
が
出
店
で
協
力
し
ま
し
た
。

　

南
魚
沼
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
タ
の
一
つ
で

あ
る
南
魚
沼
グ
ル
メ
ラ
イ
ド
が
３
年
振
り

に
八
色
の
森
公
園
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
和
商
工
会
各
支
部
か
ら
４
名
と
事
務

局
か
ら
１
名
、
青
年
部
か
ら
５
名
が
役
員

と
し
て
ク
ロ
ー
ク
（
荷
物
預
か
り
受
け
渡

し
）
等
の
協
力
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
１
０
０
０
人
余
り
で
サ
イ
ク

リ
ン
グ
と
各
中
継
所
の
グ
ル
メ
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

工
業
部
会
講
演
会（
11
月
29
日
）

〜
ど
ん
底
か
ら
の
再
起
術
〜

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
シ
ア
タ
ー
in
南
魚
沼

北
里
学
院
駐
車
場（
８
月
３
日
）

第
９
回
南
魚
沼
グ
ル
メ
ラ
イ
ド

（
10
月
２
日
）

新
潟
南
魚
沼
の
宝
物
グ
ラ
ン
プ
リ

（
11
月
25
日
）

商　　工　　や　　ま　　と （６）


